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遺言・相続・成年後見・公正証書の相談や
　　　　　　　　　　官公署への書類の作成手続き等

主催：福岡県行政書士会福岡北支部

お気軽にご相談ください。　※連絡先 0940－33－3156（白木）

【日時】10月25日（日）/11月22日（日）/平成28年１月24日（日）
　　　　　　　 13：00～16：00　※予約不要

【場所】東郷地区コミュニティ・センター／小会議室

（3） 平成27年10月15日 No.302むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで
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医
療
機
関
や
薬
局
で
は
、
領

収
書
と
は
別
に
、
受
け
た
診
療

の
内
容
が
分
か
る「
診
療
明
細
書
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　「
診
療
明
細
書
」
に
は
、
初
・

再
診
、
入
院
料
、
検
査
、
投
薬
、

注
射
な
ど
が
、
項
目
ご
と
に
詳
し

く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ど
の

よ
う
な
治
療
が
実
施
さ
れ
た
の

か
、
ど
ん
な
こ
と
に
ど
れ
だ
け
の

医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
を

は
じ
め
と
す
る
公
的
医
療
保
険

で
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

と
き
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
医

療
費
の
一
部
（
一
部
負
担
金
）

を
支
払
う
だ
け
で
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
医
療

費
の
総
額
が
意
識
し
に
く
い
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
国
保
で
は
、
医

療
費
負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に

　
医
療
機
関
や
薬
局
で
は
、
医

療
費
の
内
容
の
分
か
る
領
収
書

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
領
収
書
は
、
み
な
さ
ん
が
医

療
費
を
支
払
っ
た
大
切
な
証
拠

　
診
療
内
容
に
疑
問
や
不
安
が

あ
る
と
き
は
、
明
細
書
に
基
づ

い
て
、
医
師
や
薬
剤
師
に
具
体

的
に
質
問
し
た
り
、
自
分
で
調

べ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
明
細
書
を
保
管
し
て
お
け

ば
、
初
め
て
か
か
る
医
療
機
関

な
ど
で
、
以
前
に
受
け
た
診
療

の
内
容
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
明
細
書
の
内
容
は
、
専
門
的

で
分
か
り
に
く
い
で
す
が
、
自

分
が
受
け
た
診
療
内
容
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
資

料
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
「
診
療
明
細
書
」
は
原
則
、

無
料
で
交
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
険
請

求
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ

て
い
な
い
一
部
の
医
療
機
関

で
は
、
有
料
か
交
付
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
医
療
課

　
国
民
健
康
保
険
係

☎
（
36
）
１
３
６
３

国
保
の
大
切
な
資
料

医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
）

領
収
書
は
大
切
に
保
管
を

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
、
年
６
回
（
２
カ
月
ご

と
）「
医
療
費
通
知
（
医
療
費

の
お
知
ら
せ
）」
を
各
世
帯
に

郵
送
し
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
通
知
を
見
て
受
診
状

況
を
振
り
返
り
、
健
康
な
体
づ

く
り
や
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

書
類
で
、
高
額
療
養
費
の
請
求

や
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を

受
け
る
と
き
の
添
付
資
料
と
し

て
必
要
で
す
。
大
切
に
保
管
し

ま
し
ょ
う
。

診
療
明
細
書
は
、
あ
な
た
が
受
け
た

診
療
内
容
を
確
認
で
き
ま
す

し
っ
か
り
と
保
管
し
ま
し
ょ
う

　阪神淡路大震災から20年の節目を迎える兵庫県神戸市
で、第44回全国消防救助技術大会が８月29日に開催さ
れました。全国各地区を勝ち抜いた消防職員約1,000人
が参加し、宗像地区消防本部からは、ロープブリッジ救
出の部で、野見山チームが九州地区代表として出場しま
した。
　大会当日は、日々の訓練の成果を存分に発揮し、安全・
確実・迅速に競技し、見事に入賞を果たしました。
　今後も、みなさんの生命と財産を守るため、訓練に励
みます。

　災害は、いつどこで発生するか分かりません。各自、日頃から避
難所を確認するなど、自分の身は自分で守る防災意識をしっかりと
持ちましょう。
■問い合わせ先　地域安全課　☎（36）5050

全国消防救助

高度な救助技術で
見事入賞した野見

山チーム

技術大会に出場！

安全・安心は備えから！

自分の身は自分で守る！
宗像市総合防災訓練

自衛隊の艦船によ
る島外避難訓練

ヘリコプターによ
る

吊（つ）り上げ救
出訓練

　９月12日、宗像市全域で防災訓練を実施しました。大島、地島では、島民や警
察、消防、自衛隊、医療法人など関係機関合わせて約600人が参加しました。
　訓練は、大島沖でマグニチュード7.3の地震が発生し、震度６強の揺れに襲わ
れたという想定。大島西区港湾緑地に災害対策本部を設置し、福岡市消防局消防
航空隊のヘリコプターによる吊（つ）り上げ救出訓練、福岡海上保安部のヘリコ
プターによる岩礁孤立者救出訓練や、宗像市消防団と宗像消防署合同による放水
訓練、海上自衛隊佐世保地方隊の艦船による島外避難訓練などを実施しました。
　また、宗像市内各地では、地域のみなさんが参加して情報伝達訓練、指定避難
所への避難、避難所の資機材確認といった災害時の対応訓練を実施しました。
　日頃からの防災対策を実施し、被害を最小限に抑えましょう。


